



日時:2016年 7月2日 (土)10: 40 ~ 12 : 10 
会場:明治大学和泉キャンパスメディア棟 M302教室
阪田蓉子 (明治大学図書館情報学研究会会長、開会挨拶)
松下 鈎(一般社団法人次世代コンテンツ推進機構代表理事)
2016年7月2日(土)、明治大学和泉キャン
パス ・メディア棟において、 r2016年度明治大
学図書館情報学研究会第1回例会」が開催され
ました。今回の例会では、一般社団法人 次世
代コンテンツ推進機構代表理事松下鈎氏をお
迎えし、 「さまざまな専門図書館Jをテーマに
ご講演いただきました。参加者は、本学の司書
課程受講生を中心に84名に上りました。
講演冒頭で松
下氏は、絵画や
オルゴール等、
図書資料以外の
素材を写真で提
示し、専門図書
館の概念と区分
について説明されました。その後、本年3月に
司書課程用の教材として作成し、松下氏が監修
してくださったDVD~ さまざまな専門図書館』
とともに、 6つの専門図書館について詳しくご
紹介いただきました。国立西洋美術館の研究資
料センターでは、図書館員は作品研究 ・作家研
究に必要な資料情報や、展覧会図録等の研究成
果を収集、保存、提供しており、そうした資料
の中には、エフェメラル資料と呼ばれる展覧会
のチラシや案内状など、そのままにしておけば
散逸してしまう資料も含まれると説明されまし
た。また、日本近代文学館では、直筆作品だけ
でなくメモや手紙、さらに、肉声による「声の
ライブラリーj として音声を収集している点を
ご紹介いただきました。このように、専門図書
館は図書 ・雑誌といった印刷媒体だけでなく、
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美術品や映像、テキスタイノレなど主題領域特有
の情報資源、も扱うため、図書館でありながら博
物館的な機能も持つ点にその特徴があることが
わかりました。最後に松下氏は、現在、幅広い
分野で情報専門職が求められているため、基本
的な図書館情報学に加え、主題知識が必要にな
ると指摘されました。そうした知識を兼ね備え
た図書館員になるためには、イ可をどう学ぶべき
か大学生活の中で考えてみて欲しい、と学生た
ちに呼び掛けました。
質疑応答では、 「専門図書館の司書は、学芸
員と同じような役割を担うのかJ r専門図書館
で働きたいと考えているが、公募は出ているの
か」といった具体的な質問が学生から寄せら
れ、図書館員として実際に働くことへの興味関
心の強さが感じられました。今回の講演を通し
て、学生たちは、幅広い機能を持つ多面的な専
門図書館について学び、そこでの図書館員の役
割について深く考える機会となったのではない
でしょうか。松下氏はじめ、参加者の皆さま、
ご協力ありがとうございました。
